トランスナショナルな中国朝鮮族家族の人類学的研究―韓国への出稼ぎ移動を中心に by 李  華
トランスナショナルな中国朝鮮族家族の人類学的研
究―韓国への出稼ぎ移動を中心に





































  第 2章では、第 3章以降の議論を進める上で重要な背景となる朝鮮族の国境を越える移動の歴史
と家族形態の特徴について記述・分析した。そして、その中で本論の重要な分析概念である世帯と
家族（チプ）、食口（シックに）対して定義を行った。その結果、主に生活難や日本の植民地政策
による零細農民が生きる場を求めての移動であった 1860 年代から 1940 年代までの第 1 期の移住
は、その後今日に至るまで、父系親族集団の欠如と家族ネットワークの重視に代表される朝鮮族の
家族・親族の在り方と特徴を規定する前提条件を作り上げたことと、北朝鮮、ロシアへの「小包商
売」という 1980 年代から 1990 年代初期までの第二期の移動はそれが持つ短期・往復的特徴によ
り、家族の形態にあまり大きい影響を与えてなかったこと、そして 1990 年代以降の韓国への出稼
ぎ移動は、中韓両国の政治・経済・外交関係と制度などの諸要素の複合的絡みあい、特に韓国政府
の海外労働力および在外同胞関連政策の影響により、個人単位の移動が主な移動形態となり、家族
成員の分散居住が避けられない現実となったことが明らかになった。 
第 3章では、家族の基本生活費・教育費と生活用品の調達、子供の就職・結婚費用の工面、住宅
の購入と財テクといという側面からトランスナショナルな家族における「カネとモノ」の流れにつ
いて考察を行った。その結果、基本生活費・教育費・生活用品の調達、および子供の留学・就職・
結婚に必要な資金が、海外の出稼ぎ者から国内の家族の元に一方的に流れていることが明らかにな
り、それは主に国内における生産活動の欠如及び海外との賃金格差に起因することがわかった。ま
た、中国国内の不動産への投資が主な財テク手段として一般化されていることが明らかになったが、
それには、最終的に帰って来られる場所を求める気持ちと不動産投資のもたらす安定的利益への信
頼感が大きな影響を与えていることが究明された。 
第 4章では、国内・故郷に残される子供達の養育をめぐる家族の協力関係が、如何に形成・維持
されていくのかについて考察した。その結果、国内に残される子供達の養育者の優先順位は、①伝
統的理念との関わり、②母親との情緒的親密度、③母親との信頼関係、などの要素に基づき、①祖
父母、②母親の姉妹、③小姑、④女性の教師のように定められていることが明らかになった。そし
て、乳幼児期の子育ては、主に祖父母による世話と海外・国内大都市にいる親達によるミルクを始
めとする子供の生活用品の選定・購入と調達といった、子供の成長を中心に行われるが、学齢期に
入ると、海外にいる親、特に母親と子供・養育者・教師との密接なコミュニケーションと頻繁な往
来に基づく教育中心の子育てが展開されることが分かってきた。しかし一方で、すべての協力関係
がうまくいけるとは言い切れず、子育ての失敗が場合によっては、親と養育者の間に葛藤や緊張を
もたらす原因になりうることも示された。 
第 5 章では、トランスナショナルな家族における老親扶養の諸形態について検討した。具体的
には、老親扶養を、親が病気・高齢で介護が必要になった場合のキョウダイ間の協力関係に基づ
く経済的扶養と身体的扶養を分離させる形態、親が元気なうちは別居し経済的扶養だけを行う形
態、老親扶養と子供の養育をセットにした扶養の交換、配偶者を亡くした父親を再婚させること
で身体的扶養を回避し経済的扶養だけを行う形態、など幾つかの類型に分けて記述・分析を行っ
た。その結果、これらの老親扶養の実践が一様に調和的に行われる訳ではなく、各家族における
親の年齢・健康・経済力と子供達の経済力・移動状況、家族理念・親子⁄キョウダイ間の親密度な
ど諸要素の組み合わせに影響されながら、幾度の変更や調整を伴う動態的過程であることが明ら
かになった。また、老親扶養において長男が果たすべきとされる責任と役割に対する人々の認識
と期待、および長男の自覚は、例え個人差はあるとしてもいまだにその拘束力を発揮しており、
人々の扶養実践を規定していることがわかってきた。 
第 6章では、具体的事例に基づきながら、トランスナショナルな夫婦関係に見られるジェンダー
慣習の持続性と変容について検討した。その結果、海外労働市場における女性労働力への高い需要
に加えて、女性に有利に働くジェンダー観念が、朝鮮族の海外出稼ぎにおける女性優位説を生み出
したことが示された。それと同時に、出稼ぎ労働を通した女性の経済力の上昇と家族における権力
の増大、および「息子より娘」という性別に関する社会的解釈の変化も明らかになった。しかし他
方で、女性が男性に抱き続ける高い期待および女性に内面化された再生産責任の意識、妻不在によ
る再生産責任を回避する男性達の対応に加え、社会的言説においても妻・母親としての女性の不在
を家族の崩壊・民族社会の危機に結び付けて説明するところに、ジェンダー慣習の持続あるいは変
わらないジェンダー関係が垣間見られた。そして、トランスナショナルな夫婦関係の維持に果たす
送金とコミュニケーションの重要な役割とその実践におけるジェンダー規範の有効性がわかって
きた。 
第 7章では、日常生活と移動過程における親族間の付き合いを考察し、伝統的親族理念が具体的
に顕在化される祖先祭祀儀礼を取り上げることで、人々が親族理念に対してどのような思いを抱き、
またどのような解釈を行っているのかを検討した。その結果、移住深度の浅さや親族の離散などに
より、実際に交際可能な親族ネットワークの範囲が限られていることと、実生活の中で父系親族と
共に母方、妻方親族との紐帯がかなり重視されていることが示された。しかし他方で、日常的交際
における姻戚関係が如何に父系親族関係と同等あるいは父系親族関係より緊密であるとしても、そ
れによって朝鮮族社会の出自原理が変わることはないという点も明らかになった。つまり、彼らは
現実の生活で結ばれる多様な関係を活用しながらも、名節や儀礼的場を通じて、自らの父系的親族
原理を顕在化させているということである。 
結論では、本研究の知見を整理した上で、本論の民族誌的意義を述べ、トランスナショナルな朝
鮮族家族のゆくえを展望した。具体的には、朝鮮族の立場からみるトランスナショナルな移動と、
トランスナショナルな朝鮮族家族の捉え方を再検討し、さらには本論が中国朝鮮族家族およびトラ
ンスナショナルな移動の人類学的研究に持ちうる民族誌的・方法論的意義と貢献を論じた。 
